
「帰国子女教育を考える会」 第 69 回 研究例会のご案内  
 

 

親から初めて海外帯同を告げられた時、子どもはどう思うでしょう？滞在国の学校などでの生活

が始まった時、ずっと滞在が続くと思っていたのに突然帰国することになった時、日本での諸生活が

始まった時・・帰国子女は様々なかたちで異文化体験をしていますが、それが子ども本人にとってど

ういうことであるのでしょうか？今回はその体験と感覚を、同じく帰国経験者である財団の宮崎さん

の司会進行のもと４人の帰国生に語っていただきます。滞在された国や学校種は様々です。皆さん大

学高学年で卒業・就職・進学を間近に控え、卒業旅行や企業研修などきわめて忙しい中お集まりいた

だきました。 
 生のお声をぜひお聴きいただきたく、様々な関係者のご出席を期待いたしております。 
 

記 

 
□日時  ２０１５年３月７日（土） 午後２時～５時 （例会後 懇親会開催予定） 
 
□会場  兵庫県民会館   
 

〒650-0011 神戸市中央区下山手通り４－１６－３   TEL：078-321-2131 
（ＪＲ「元町」、地下鉄山手線「県庁前」）（下記地図をご参照ください。） 

 
□テーマ 「帰国生に聴く」 
 
□座談会進行役 
 
  海外子女教育振興財団関西分室 副分室長 
  宮崎 直也 さん 

 

 
 
□座談会参加者 
 

● Ａさん（女性） 

・マレーシア、タイ、中国に滞在  

・小 2 の 2 学期～中 1 の 3 学期末まで日本人学校 

・広州でインター校に通い、7 年生は 3 ヶ月弱、8 年生～10 年生の MYP を修了 

・高 2 の 2 学期より千里国際学園  

・今春、関西学院大学を卒業。4 月からは公立小学校の教員に 

 

● Ｂさん（男性） 

・2005 年 7 月 西宮市立浜脇中学２年生の夏休みにアメリカ・ミシガン州デトロイト近郊へ 

・2005 年 8 月 現地校の Middle school  ESL クラス(6th～8th 混合クラス)の 8th に入る 

・2006 年 9 月 現地校の High school に進学 ESL を出て一般の 9th に 

・2007 年 9 月 High school 10th に進級したが、学年途中の 2008 年 3 月急きょ帰国となる 

・2008 年 4 月 大阪教育大学附属高校池田校舎に国際枠で入学 

         （日本では高校 2 年生に上がるところだったが、学年を一つ下げて高校受験） 

・2015 年 3 月 慶應義塾大学経済学部を卒業予定。4 月より社会人 

 



● Ｃさん（女性）  

・2004 年 3 月 私立南山学園聖霊中学校卒業 

・2004 年 6 月～2009 年 3 月 チェコ プラハ International school of Plague に在籍 

・2009 年４月 大阪ＹＭＣＡ国際専門学校 国際高等課程２年次に編入学 

・2011 年４月 南山大学短期大学部 入学 

・2013 年４月 南山大学 外国語学部英米学科 編入 

・今春、同大学修士課程 国際地域文化研究科進学 

 
 

※ 例会終了後 
   ５時１５分～ 懇親会（会場周辺を予定） 

［自由参加ですが、折角の機会ですので出来る限り皆さんご参加下さい。］ 
 
□会費 
  例会参加費  1 人 1,000 円 

本会は、皆様の参加費で運営されています。ご賢察のほど、よろしくお願い致します。  
 
□出欠返信先・問合せ先（e メールにて出席のご連絡をいただければ幸いです） 
  事務局 大阪YMCA国際専門学校 国際高等課程 小路

しょうじ

 清一
きよかず

 
〒550-0001 大阪市西区土佐堀 1－5－6 ４Ｆ 

TEL. 06-6441-0848 FAX 06-6443-7510 
         E-mail: shoji-kiyokazu@osakaymca.org 
 

※ 当会についての詳細は、http://www.osk-ymca-intl.ed.jp/ihs/returnee/をご覧ください。 
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